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上)

'
,
:
'
N
:i
h

へ

摩

：
好

：ノ

咲

.ぶ

從
來
の
經
濟
學
上
の
、諸
®
念
は
，
先
づ
物
理
學
並
に 

生
物
學
の
眞
理
に
照
ら
し
て
考
察
し
、
觅
に
最
近
の
社 

會

_
、
ル

理

.
學

の

上

力

ら

充

分

に

分

.析
す
る
^
、

そ

こ

.
に

多
 

く
の
'改
见
を
耍
す
る
も
の
が
あ
る

。

，そ
し
て
經
濟
學
其 

も
の
は
"
人
種
> 
傅
統
、
鄕
土
、
社
#
狀
態
を
異
に
す 

る
個
別
的
社
會
に
就
て
、
先
づ
比
較
經
濟
學(

c
o
m*T
3
a

— 

rativeJECOnomlcs〕

或
は
郷
土
經
濟
學(

R
e
g
i
o
n
a
l

 

E
c


o
n
o
m
i
c
s
)
：̂

 
し
て 
成
立
し
、 

そ
，j

に
中
間
的
な
綜
合V」 

原
理
£:
を
完
成
し
た
後
で
な
け
れ
味
？
普
遍
的
な
科
學

ビ
し
て
の
經
濟
學
に
進
み
得
な
い
。

斯
く
說
く
印
度
人Radhakamal Mukerjee

敎
授
の 

:'
•學
說
に
就
き
、
そS

物
理
擧
的
並
に
生
物
學
的
硏
究
の 

劍
分
を
、
本

#
|
第
十
六
卷
第
十
ー
>

十
ニ
號
に
於
け
る 

I

拙
稿
に
紹
介
し
た
の
で
、
續
い
.て
そ
の
社
會
心
理
學
的 

|

考
察
の
部
分
を
本
稿
に
紹
介
し
た
い

W
Mふ。

:
,經
濟
學
の
社
會
ヵ
學
的
硏
究
"
換
言
す
る
ビ
經
濟
諸 

I

現
象
を
、
人
間
社
會
な
る
一
有
機
組
織
內
に
於
け
る
祓 

I
.

雜
な
心
理
的
反
動
現
象
ど
®
て
、4

K

れ
を
分
析
す
る
こ 

\

，
ビ
に
於
て
、
敎
授
は
先
づ
社
會
生
活
を
營
む
個
人
の
性 

I

質
を
槪
說
す
る
'所
か
ら
始
め
る
。

:
:■
敎
授
に
依
る
^
從
來
の
經
濟
學
の
.考
へ
て
居
る
個
人 

I〕

は
、
十
八
#
紀
の
理
論
家
が
考
へ
て
居
た
個
人
で
ぁ 

.る
。
換
言
ち
る
^
絕
對
的
な
諸
權
刺
を
有
つ
自
己
中
心 

.
の
純
理
論
的
な
人
間
で
ぁ
る
。
併
し
二
十
世
紀
の
生
物 

學
及
び
心
现
學
の
敎
ふ
る
個
人
は
、
そ
ん
な
死
ん
だ
個 

人
で
.は
な
い
。
那
ち
生
き
た
‘個
人
の
慾
望
、
感
興
、
要

笫
诋
號 

ふハ一

筇

十

八

港C

六
八
G

雜
，

錄

經
濟
學
雒
概
念
の
社
會
心
规
學g

考
察



策

十

八

倦(

六
八1.1〕

：
V

雜

錄

經
潸
學
諮
槪
念
の
社
會
心
理
學
的
孝
察 

t

0

六
二

求
な
^
は
單
に
狹
隘
な
利
己
心
や
，
個
人
的
な
现
智
判 

:
斷
乃
至
刹
®
打
算
の
み
が
&

生
ん
出
.さ
れ
る
も
の
で
は 

な
く
て
、
集
團
生
活
及
び
德
则
意
識
炉
ら
も
生
ず
る
の 

.で
あ
る
。
生
き
た
個
人
の
龃
織
即
ち

一個
の
人
間
な
る 

布
機
體
は
、

血
緣
の
18

情,
隣

;

A
#
、
相
互
同
感
な
ど 

を
含
蒂
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
避
れ
等
が
慾
望
ビ
滿
足 

と
の
性
質
を
決
定
す
る
力
は
甚
だ
大
な
る
の
-で
あ
■る

o
 

故
に
ゝ
自
然
の
純
理
論
的
牟
面
の
み
を
見
て
來
た
ご
同 

時

纪

，諸

般

の

競

&

現
象
の
み
を
偏
®
し
て
來
为
從
來 

.の
經
濟
學
k

反

し

て

、
：：新

：じ

い

經

濟

學

以

：，

1
方
R
於
T
;' 
:' 

段
然
の
生
物
學
的
>

無
意
！8
的
半
而
並
に
'
人
«
的
衝 

動
を
充
分
に
考
察
す
るV」

共

に

他

方

に

於

て

競

^

の

中 

面
の
協
同
現
象
を
ば
高
胸
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

:
_ 

.

.家
庭
を
作
h

r
群
衆
生
活
を
作
ぅ
、
國
家
を
作
り
、 

產
業
社
會
を
作
っ
允
血
綠
の
感
惝
"
隣

人

愛

'

相

瓦

同 

感

の

本

能

的

意
！！

は

、

個

人

虫

義

的

な
3
_

即
ち
鍊
磨 

さ
れ
た
利
己
心
よ
り
も
先
天
的
な
も
の
で
あ
る
。

伲
し

斯

々

る「

行
爲
の
屁
型」

(action-patterns) 

€
も
謂
ふ 

ベ
会
も
の
は
、
永
久
に
固
走
不
變
で
は
な
い
。
夫
れ
等 

は
一
定
人
種
の
生
活
の
開
化
即
ら
其
文
化
の
歴
史
的
發 

展
に
伴
れ
て
'
自
ら
發
達
レ
膨
脹
し
行
く
も
の
で
は
あ 

|

る
が
、
唯
夫
れ
等
は
起
源
に
於
て
人
®
的
で
あ
る
ど
共 

|

に
、
發
達
に
於
て
も
亦
飽
く
ま
で
人
種
的
な
る
の
で
あ

ぐ

j 

,
要
す
，る
に
ー
.定
社
會
の
個
人
の
意
忍
及
び
理
性
が
1
 

|

面
に
於
て
個
人
的
に
、
ま
た
他
而
に
於
て
社
#
的
に
發 

.達
し
行
く
上
の
先
天
的
な
條
件
は
素
ょ
り
そ
の
個
入
の 

意
思
及
び
理
性

0

ら
の
力
で
は
な
く 
ノ
成
は
ま
れ
JH
铳 

::
經
濟
學
派
の
稽
ふ
る
如
く
"
利
慾
の
念
乃
至
は
洗
練
さ 

一
れ
た
利
己
«
念
で
は
な
ぐ
て
、
そ
の
&
會
の
構
成
眞
間 

に

rt
-
Lハ
通
な「

01
腦
の
標
準
型
~^

J
^
-
p
^

??
§

)

€
、
個 

人
的
意
識
に
調
和
す
る
社
會
的
意
識
で
あ
る
。

»
く
て
經
濟
學
の
基
礎
ど

し
て
、
古
い
純
理
的
な
心 

.

.理
學
を
棄
て
、
新
し
い
生
物
學
的
な
心
理
學
を
採
り
人

れ
る

ビ

い
ふ
こ

ぐ

し

は
、

經
濟
學
が
必
然
的
に
容
觀
的
鄕

.

. 

_
■ 

■ 

•

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

土
的
に
變
る
^
い
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
。
換
言
す
れ
ば 

經
濟
學
は
.ア
：ィ
デ
/
'ソ
ズ
ム
か
ら
リ
ア
リ
ズ
ム
：
乃
至 

は
、
ア
イ
、デ
ア
ル
、
リ
ア
リ
ズ
ム
に
^
移
す
る
の
で
あ

レ
；
.

i
r

 

:
,
v
:
.
.
“

::
s

丨

ぃ：先

.ブ人
間
の
輪
靡
を
天
體

.右の
如
く
兌
た
ム
敎
授

.

"j 

は
、
進
ん
で
人
間
の
働
き
の
分
析
に
入
る
。：
：

\ 

;:
人
間
の
械
さ
は

\
-而物
理
學

_並
に

_生物
學
的
條

| 

仲
に
支
配
さ
れ
る

共̂

^

稿
參
照) 

> 'その
半
一 

®に
ば
心
埤
的
且
つ

»1
:
#的
^
^0を
つ̂
：。
即
ち
行」 

爲
者
の
布
機
的
欲
求
及
び
作
用
に
被
す
る
慾
留
乃
茧
威 

興
ビ
い
ふ
如
き
も
の
は
、
ま
た
そ
の
.人
間
の
行
爲
の
心
一 

现
的
並
に
：社
會
的
動
因
た
る
一
の
で
あ

る

。

を
し
て
榴 

"値、
生
產
、
消
费
等
を
社
龠
的
に

J.
つ
；心
理
的
に
修
件

：.
の
研
究
は
當
然
の
第
一
楷
梯
t
な
ら
ね
ば
な
b
ぬ
。

斯
か
る
立
場
か
ら
敎
授
は
、
第

T
に
人
間
の
生
產
的
:
1
 

行
爲
の
進
#
し
行
く
方
向
：
即
ち
經
濟
的
前
進
の
方
®

:
 

を
示
す
も
の
^
し
て
の
、

ー
般
的
愁
盟
の
進
化
を
論
じ
.
 

進
ん
で
個
別
的
慾
®I

及
び
滿
M
を

"
刺
戟
及
び
反
動
の 

法
則
を
通
じ
て
、
純
心
理
學
的
に
分
析
し
て
、
限
界
效 

用
說
の
改
訂
に
及
ん
で
居
る
.0

但
し
そ
の
前
段
即
ち
慾
望
の
進
化
に
就
て
は
、
玆
に 

は
次
の
如
く
簡
単
に
一
瞥
し
て
置
く
。
1«
ち
人
間
の
 ̂

理
的
進
化
過
程
は
、
人
間
が
原
始
的
有
機
的
本
有
性
ど 

し
て
具
隨
す
る
思
愧
及
び
本
能
か
ら
出
發
し
て
、
前
ip 

幼
雜
な
性
情
及
び
衝
動
か
.ら
> 
意
識
的
欠
乏
感
及
び
意 

識
的
愁
望
0

形
を
取
る
a
雜
な
性
惯
及
び
衝
動
に
進 

む
ャ
換
言
す
る
？
ui
己
保
存
及
び
®
族
保
存
上
の
原
始 

的
本
能
的
：愁
望
か
ら
'
宗
敎
的
、
m
術
的
"
知
的
、
道

付
け
る
も
の
は
，
此
悠
望
.で
あ
る
が
故
、
夹
れ
等
諸
問
：

德
的
な
慾
翠
に
進
む
の
が
、
慾
望
の
進
化
で
あ
る
が
、 

題
の
社
#
心
理
學
的
研
究
の
某
礎
.̂
し
て
も
、
此

慾

設

:;
:
此
绝
^

笫

十

八

涖(

六
八111)

雜
錄
經
滞
谬
訊
槪
念
の
社
儕
心
敏
學
的
考
察 

第
五
鱗 

六
3



•第
十
八
盤(

六
八
四)

.
雜

錄
經
攀
雒
槪
令
證
會
心
素
馨
察
，
 

第

五

鱗

六

四

€い
ふ
こ

で̂
あ
る
。
則
ち
ー
定
の
慾
證
は
一
定
の
行 

爲
を
劍
造
す
る
が
、
そ
の
，行

爲

は

所

謂

「

ま

興

の

轉

換

J 

(
t
s
s
f
e
r

 

of interest)

に
依
つ
て
、
そ
の
行
爲
自
らQ

 

爲
め
に
耍
求

れ̂
、
を
こ
に

新
し
い
行
爲
が
繼
起
す 

.る
。
そ
の
新
し
い
行
®
は
ま
た
を
0
行
爲
0

#の
爲
办 

の
愁
盟
を
生
み
、
そ
ー
こ
に
ま
れ
第
三
の
行
爲
が
起
る
。」 

斯
く
て
同

*の
反
澄
か

»く
の
で
あ
る
。
這
は
生
物
學 

上
の
：前

»的
適
應
の
法
則
の
、
心
理
學
的
表
明
に
外
な 

ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
生命の：
前
進
的
は
、愁鐵 

の
連
續
的
進
步
を
含
む
0
.て
あ
る
.
を

乙
で
此
愁
留
の 

連
緻
的
幾
何
學
的
進
步
は
t

B

M
の
®]
⑽

的

か

ら

入

間
 

的

"货
能
的
か
ら
知
的
乃
至
藝
術
的
、
利
已
的
か
ら
利 

他
的
、;:
物
質
的
鐵
心
的
か
ら
精
神
的
魄
愛
的
へ
の
推
移 

を
示
し
、

':
'斯く
て
人
間
が
進
步
的
に
四
園
の
環
境
に
適 

應
し
っ
、
、
理
想
の
完
成
に
向
ふ
道
程
ど
一
致
す
る
の 

で

あ
る
で
_°

.Am

V

E

:
:

所
で
具
體
的
慾
望
择
び
滿
足
の
心

a學
分
析
だ
が
、
 

此
部
分
は

«
»な心
理

學
說
迄
し
て
も

.

興
味
が
あ
气 

殊
に
失
れ
が
經
濟
學
€
根
強
く
結
び
付
け
ら
れ
，て
居
る 

ビ
い
ふ
戦
に
於
て
、，一.

般
の
經
濟
學.

說
明
ど
大
に
趣
を 

異
に
す
る
ど
恩
は
れ
る
が
故
に
、
以
下
敎
授
の
所
說
を 

殆V 」

逐
字
的
に£

出
し
、
多
少
の
補
註
を
加
へ
て
讀
者

■ 

に

.提供
し
や
ぅ

^
^ふ。：

偖
て
二
ネ
y
ギ
ー
學
上
の
諸
法
則
及
び
人
體
生
理
學 

;上
の
諸
法
則
が
、
生
產
分
配
な
る
經
濟
31

象
を
其
*
底 

.に

於

て

支

配

する
如
く
、
感
€

上
並
に
威
情
上
の
刺
® 

及
び
反
應
に
關
す
る
心
理
學
上
の
根
本
諸
法
則
は
、
經 

.濟
學
上
の
効
用
、
價
値
、.
满
足
、
'
消
#
等
の
研
究
に
、 

科
學
的
茈
礎
を
供
す
る
も
の
で
め
る
。
尤
も
刺
戟

S反 

應
ビ
の
間
€
!:
的
關
係
を
支
配
す
る
法
則
は
、
個
別
的 

刺
戟
の
態
度
を
取
扱
ふ
に
當
つ
て
ゝ
そ
の
最
小
微
1 :
に 

分
割
さ
れ
た
單
位
の
連
續
的
追
加
に
依
&
得
る
の
で
あ 

る
が
，
經
濟
學
の
取
扱
ふ
財
貨
の
取
位
は
、
斯
か
る
分

溯
を
許
さ

.ず、
开
は
全
微
又
は
金
體
の
祓
合
皮
し
て
追

加
3
れ
或
は
除
安
さ
れ
得
：る
に
過
ぎ
な
い
。
乍
然
、
經 

濟
財
の
消
費
上
に
於
け
：る
寒
別
的
効
用
、
限

杯
効
用
、 

乃
び
全
効
用
に
關
す
る
理
論
は
卜
そ
の
性
質
上
"
.感
覺
一

.

..........

.

.

.
 

.

.

. 

:
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

I
,)

,
I..

.

. 

' 

:
.
.
.
. 

, 

. 

^

の
法
則V 」

類
比
す
る
も
の

.であ
る
が
故
、
右
心
现
學
上 

の
法
則
を
訂
茁
し
祯
足
し
擗
充
す
る
こ
ミ
に
依
つ
て

、| 

次
の
如
く
經
濟
學

'J
:
:
の
慾
盟
及
び
滿
觅
の
，心
理
學
的
解| 

釋
を
下
し

る̂
の
で
あ
る

I換
言
す
る
だ
旣
成
の
心
理
一 

擧
上
の
該
法
則
は
ノ
改

Kさ
れ
て
'始
め
て
財
貨
ど
滿
足 

€
(/
>間
0
最
的
關
係
9
說
明
に

.適合
(.
:轉
：る

。
:.

先
づ

m.
一
 
成
附
へ 
 ̂

dementary 
P 印 otive reactions

3

: j 

及
び
滿
足
の
如

&祓
合
感
情C

へ

c
o
s
p
o
g

a.states or 

. 

psychosesJ

e 區
別 
3
れ
て

Mる
感
®

(

ス sensory 

rcactionso

に
關
す
る
有
名
な
ゥ
エ
、—

*

ベ
ル
•
フ
エ
ヒ 

ネ
ル
の
法
則(

訪
二
は
、
刺
戟
及
び
反
應
に
關
ず
る
法
則

.
 

中
の
最
も
装
礎
的
な
も
の
ど
さ
れ
て
居
る
が
故
"
を
の 

笫
す
八
海
2
ハ

八

卉

雜

錄

敎
ふ
る
所
を
見
るV」

次
の
如
く
で
あ
る

-

(

一
ノ

刺
戟
は
一
定
の
張
度
に
達
し
な
け
れ
ば
、

;® 

識
的
の
感
覺
を
起
さ
ぬ
、

乙
の
最
小
限
度
を
剡
故
_
ぐ」

い
ふ
。

(

ニ)

威

®の
强
度
の
增
加
は
、
刺
戟
の
强
跋
の
等 

傲
的
增
加

^

increments

oに
伴
は
れ
す
、
そ 

の
等

^
增̂
加(

ご
€

§̂
1 DroDortional increments 
j 

に
伴
は
れ
る
。
之
辨
別

_
<:
關
す
る
公
理
で
あ
る
§

ご 

例
へ
ば
十
單
位
の
刺
戟
に
緻
ぃ
て
、
十
ニ
跟
位
の
刺
戟 

が
加
へ

‘られ
る
皮
す
る
ど
、
そ
こ
に
威
覺
の
强
度
^1 

定
の
增
加
が
生
ず
る
が
旣
にI

1

十
單
位
の
刺
戟
が
加
へ
.
 

ら
れ
て
居
る
、
そ
こ
に
起
づ
て
屈
ろ
感
覺
に
前
の
場
合 

と
同1

强
度
の
增
加
を
生
せ
し
め
る
爲
め
に
は
、2

4: 

20 :
:
1
2 :

1
0

か
ら
、
二
十
ニ

m位
の
刺
戟
で
は
な
く 

て
、
二
十
四
單
位
の
刺
戟
をS

へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち 

二
十
單
位
の
刺
戟
に
追
她
さ
れ
る
四

m位
の
刺
戟
は
、
 

+

單
位
に
追
加
さ
れ
る
ニ
趴

#:
の
刺
戟
€
同
じ
强
度
の

^
.3f
L

m

六
3£

經
濟tV

抓
概
畆
り
社
好
心
理
舉
的
考
察



第

ズ

怨

(

一
ハ
八
六)

卜

雜

：
錄

經

濟

S

概
I

.社
曾
心
I

的
考
察 

I

號

感
覺
を
追
加
發
生
せ
し
め
る
。
*
言
す
る
ビ
刺
戟
の
 ̂

度
が
漸
次
增
加
さ
れ
て
行
く
時
、
追
加n

•れ
る
刺
戟
の 

各
單
位
の
感
覺
價
は
遞
滅
す
る
0

で
ぁ
る
。
此

心

理
學 

±
の
法
則
は
、
經
濟
學
4
の
効
用
遞
滅
の
法
則
の
基
礎
一 

ど
な
る
。 

' 

I

.

.

(

三)

次
に
刺
戟
が1

足

の

最

大

强

度

に

達

す

る| 

ビ

、

そ

れ

以-!
•
の

刺

戟

セ

調
す

る
«
«i
は

起

ら

ぬこ
ど

2 

に

な

る

。
，こ

の

最

大

强

度

を

刺

戟

纖

^
い
ふ
。

,:
'

;

:
^」

.グ
ン
ト
紀
依
る
ギ
右
感
覺
及
び
刺
戟
に
關
す
る
法
則| 

は

感

1 ,
_浓
戟
に
同

件
す
る

快
木

快
の
感
情
に
^

て

は

一
 

.逾
用
3

れ
得
ぬ
^

い
ふ
？
即
t>
彼
れ
は
感
情
反
應
が
最j 

大
對
立
0
間
を
變
化
す
る
ー
も
の
で
、
：
最

大

差

興

の

間

^*
一| 

變
化
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
^

を
說
く
の
で
ぁ

る

(

註

\ 

三
、。
仞
し
感
愦
に
關
す
る
曲
線
が
如
何
な
な
も
の
で
ぁ| 

つ
て
も
初
合
感
情
た
る
、經
濟
的
滿
见
は
、
不
快
の
零

し

‘
 

な
る
極
®
に
運
ば
れ
る
も
の
で
は
な
く,

开
は
上
向
、

絕
頂
、
下
降
の
諸
現
象
を
虽
し
た
後
、
そ

の

對

立

(

即

ち
嫌
惡)

に
推
移
す
る
の
で
あ
つ
そ
，
滿

&が
そ
の

« 

k連
し
た
時
"
黹
要
は
停
北
し
下
向
曲
線
は
終
る
。
斯 

く
て
効
用
遞
減
乃
免
限
界
効
用
な
る
、
經

濟

現

家

は

、

一
般
が
感
,

P
象
乃
至
感
m
gu
象
に
關
す
る
右
：の
法
則 

の
、
祓
雜
な
心
理
現
象
に
對
す
る
變
態
特
殊
の
一
適
用 

に
過
ぎ
ず
、
從
つ
て
効
用
の
經
濟
的
硏
究
が
、
心
理 

,學

の

基

本

法

則

を

無

視
し

得

な
ぃ'

こ
^

を

知

る

の

で

あ

S

3

心
现
學
上
普
她1!は(

ニ)

^
以

又

ゥ

H 

I 

?>v
の
法
則
とf 

び
、「

ゥH

丨r

ル
*
フH 

b
ネ

ly
の
味
則」

な
ろ
槪m
l-
I
朱
/:
,
^
く
採 

川
さ
れ
て
炻
尨
いV
ぅ
で
わ̂

o
ゥH-

I
X
シ
の
.
法
則

w

し

てH

ビ
ノ 

ダ
,
V
ス

が

其「

節
單
な
る
；
£
葉
で」

赏
ひ
表
は
し
て
店
る
所
|1
、「

感 

错
が
等
旁
級
數
4>
以
て
%
大
オ
石
爲
め
に
U
、
刺
戟
は
等
比
級
敝
か
以 

て
埘
大
ゼ
ね
ぱ
な
ら
ぬ」

3
°

(

註
ニ)
刺
眺
_

4
刺
戟
贺
と
，の
間
|:
、
感
烧
の
强
度
の
系
列
は
連
緒 

的
に
變
化
す
る
が
、
此
揚
合
U
も
刺
戟
の
徽
it
L
り
垠
減
II
感
蛲
じ
上
ら 

ぬ
。
そ
し
て
そ
の
感
錄
の
.最
小
'̂
知
重
を
'ば
^
別

圆

，
，
い
ふ
。

.

(

註

三

)

眞

の

正

反

對

it
感

愤

I:
の

み

あ

つ

て

、

感

覺

|:
は

な

い

と

い
 

ふ
恝
哝
に
於
て
ダ
ン
ト
は

「

感
惝
の
竹

.質

は

最

大

對

*

」

ょ

つ

て

蜞

ら
 

れ

.

•感

锘

の

性

質

は

最

大

差

異

!:
人

っ

す

眼

ら

れ

る

」

w

st
l

ふ

。

.
乍

然

、
：
感

覺

ど

刺

戦

ど

の

關

係

，を

规

定

す

る

も

の

ど 

し

て

の

タ

エ

：
！

V

ル
•
フ
エ
ヒ
ネ
ル
の
法
則
は
、
そ
れ 

W
身
庇
に
改
訂
補
足
を
耍
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ

し

て

• 

」

此
補
思
改
Kr
は
、
取

1

感
條
及
び
經
濟
的
滿
足
の
如
き
，| 

へ

祓

合

感

俯

の

範

胸
^
關
し
て
、
右
法
則
の
重
避
性
及
び
一 

適 <
:

性
を
附
興
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

一
 

l
::
A :

先
づ
刺
戟
闕
又
は
®g

な
^
も
の
は
、
感

覺

に

,

::

於
て
す
ら
時
‘に
は
、
此
法
則
の
想
像
：す
る
如
ぐ
嚴
格
に
;
|
.

 

:

固
定
し
て
居
な
い
揚
合
が：あ

..

る
。ぷ
即
ち
神
經
學
上
办
®

| j

ぐ 

驗
に
依
る
ど
一
定
の
豫
爾
的
刺
戟
’は
、
：
夫

れ

が

意

識

の 

…

域
に
上
ら
，な
い
場
合
に
於
て
も

'：
9
當

該

神

經

耍

素

の

惰 

&
 
乂
は
»
經
性
を
低
下
す
る，」

ど
に
：依
つ
て
、
®
闕

を

I 

低
下
し
、
爲
め
に
左
な
く
ば
必
要
で
あ
つ
た
程
度
以
下 

の
强
度
の
刺
戟
が
、
感
覺
を
噢
び
起
す
の
1
あ
る
。
之 

潜
在
時
間
が
減
せ
ら
れ
て
®
る
の
で
あ
つ
て
、
斯
か
る 

場
合
に
所
®

「

カ
ナ
ジ
ゼー

シ
，ョ
ン」

な
る
狀
態
が
出 

笫

十

八

难(

六
八
七)

雜

現
す
る
の
で
あ
る
。
此
事
は
'經
濟
上
に
重
要
な
意
義
を 

布
つ
、
假
令
ば
一
宛
の
產
業
龃
織
が
、
生
活
傺
準
乃
至 

¥
侃

狀

態

等

に

於

て

、

民

衆

に

或

程

，度

，の

活

力

及

び

典 

鞒

性

を

確

保

し

て

置

く

 V」
、

そ

の

活

力

及

び

典

汝
4 

は
"
慾
望
感
を
銳
敏
に
し
依
つ
て
需
要
を
刺
戟
し
て
、 

滿
足
の
程
度
の
，间
上
又
は
効
用
の
增
進
を
結
衆
す
る
の 

:で
あ
る
。
之
に
反
し
て
營
養
不
.14
.な
萎
縮
し
代
社
#
に 

於
け
6
、
辦
惯
的
に
低
い
生
活
檫
鹉
乃
至
活
力
の
缺
如 

は
、
慾
踅
の
規
榄
及
び
効
用
の
尺
度
を
低
下
3
せ
る
>
 

經
濟
生
活
及
び
經
濟
組
織
の
幼
稚
な
未
開
人
の
社
會
、 

若
く
は
そ
の
發
達
し
た
社
會
に
於
け
る
錢
頹
し
た
哚
殊 

階
級
の
社
會
に
於
て
、
此
惰
性
乃
至
缠
緩
性
は
、
自

b 

經
濟
的
停
頓
の
結
果
で
あ
.る
€
共
に
、
.滿
足
の
强
戊
を 

低
下
3
せ
る
こ
ど
乃
至
は
需
要
を
阻
碍
す
る
こ
^
/
に
於 

て
、
,經
濟
的
停
頓
の
原
因
€
な
る
の
で

あ

る

。

B

刺

戟

結

朵

又

は

滿

足

を

決

足

す

る

動

闶

に

"

對
 

此
S

 

8

及

び
»

應
f

i
 

S

が

あ

る

。

對

比

はS

の

机

0

M
 

六
出

,

長

.

畫
濟
•
賭

繁

の

社

會

心

摩

抑

塔

擦
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第
五
^

六
k

.
對
性
fc
關
す
る
一
般
的
の
公
理
に
從
ふ
。
ff
i

®
は

|.面

 

個
人
の
有
機
組
織
內
に
於
，け
る
、
If
惯
性
柳
成
の
雜
礎 

並
に
神
經
組
織
又
は
性
愦
形
成
の
茈
礎
を
供
す
る
ど
共 

H

他
而
刺
戟
結
果
又
は
滿
见
に
關
す
る
點
に
於
て
、 

开
は
次
の
一一

途
に
働
く
、
即
ち
顺
應
は
刺
戟
の
.旋
動
を 

輕
滅
、

以
て
そ
の
觸
磨
を
綏
和
す
る
。
尤
も
开
は
威 

情
に
就
て
は
除
り
明
味
花
確
で
は
な
い
が
、
感
錄
に
於 

て
は
_
®
で
明
瞭
で
敏
雄
nr
,あ
る
。
次
で
«
應
は
需
要 

-を
、
持
久
的
、
潛
慣
的
、：
集
合
的
に
ず
る
。
相
異
ジ
«
一
 

多
の
)«
•
貨
に
關
す
る

vi
'
J
費
に
、
習

W上
並
び
に
形
式
上. 

の
#!
興
が
あ
り
、
此
相
異
i

消
©
の
形
式
及
び
標
寧
ノ 

が
、
相
異
る
經
濟
社
僉
に
於
て
、
贺
惯
的
な
愁
留
に
嚴 

結
し
て
居
る
こ
ビ
を
考
へ
る
時
、
右
顺
應
に
關
す
る
汧 

究
の
爾
耍
で
あ
る
乙
ど
を
知
る
で
あ
ら
ぅ
。
6
し
て
夫 

れ
等
の
智
慣
的
悠
紫
が
、
効

,;
|
1に
關
す
る一

般
的
法
則 

の
働
き
を
改
班
す
る
所
の
、
順
應
の
觉
理
に
跛
礎
を
遛 

く
需
耍
た
る
の
で
ぁ
る
。

(

驻
四)

瓶
常
.の
心
理
學
!:
•
於
て
は
對
比
1
顺
應
t
感
钹
J:
殊LL

級
锁 

上
の
现
象
と
し
て
研
究
さ
れ
て
思
る
が
、
ム
教
授
It
夫
れ
を
盛
惝
现
级 

1:
ま
で
結
び
#
け
て
炕
ゐ
_
で
あ
る
0
從
つV

感
觉
上
の
對
比
及
び
順 

應
か
知
ち
な
，け
れ
It
*
、
JJ
b
段
.は
.
1寸
解
り
|:
く
い
の
で
*
高
樯
桃
氏
の 

『

心
縄
學』

卩
北
說
叫
か
求
め
るW

-
—

「

胞
和
の
强
い
赤
紙
の
上
！1
:灰
-&
の
小
紙
;5
-
^
廣
い
て
見
.芯
ミ
み 

は
"
灰
色
は
者
し
く
綠
哲
か
帶
び
て
見
ぇ
、
又
同
憐
の
灰
色
の
紙
斤
を 

綠
也
紙
の
上
に
蹬
い
て
見
れ
*は
著
し
べ
亦
牲
か
帶
ぴ
て
丸
1
*
附
•灰
也 

が
同
一
の
紙
か
ら
成
る
V
Jlt
思
へ
ぬ
程
で
幻
る
。
こ
れ
祝
师
り
一
部
の 

刺
戟
が
隣
掎
部
I:
反
對
の
感
！
？か
乐
ぜ
し
め
た
の
で
あ
つ
て
*
所
謂
對 

比
の
現
象
で
あ
る■—

」

。

パ
註
上)

「

•：
*.
一
定
時
の
後
#
大
强
庇.JL

な
つ
た
感
饨
は
刺
激
の
連 

級
マ
る
限
り
同
一
强
度
か
純
時
し
て
行
く
かw

い
ふw

決
し
て
然
ら 

す
、
li
n
も
な
く
色
彩
な
ら
ば
跑
和
度
か
、
無
色
光
赀
尨
ら
ば
光
度
ん
變 

f

o

即
ち
色
は
胞
和
か
、
白
は
光
皮
か
漸
吹
減
じ
、
思
は
光
庇
か
漸 

次
%
し
、
捋
中
性
の
灰
色
：

1

近
づ
か
んW

す
る
。
：
：
こ
れ
、
前
U
述 

ベ
た
感
锁
の
顺
應
现
象
で
あ
つ
て
、
：
：
か
く
順
應
し
た
眼
は
视
花
刺 

俄LL
は
鈍
感i

な
る
が
、
反
對
也
、
又
は
汉
對
光
坡

|:
對
し
て
は
弗
常 

|:
.
.敏

感
{:
な
る
。

：

：
J 

W

 

(

前

記

沓一
1

四
：炎

丨

一

一

七
；與

)

E
U 

H

ビ
ン
グ
パ
ゥ
ス

I:
侬
つ
て
補
足
マ
る
と
I「

同
慌
の
犋
應
规
象
は 

他
の
感
钱
機
：=
:!:
も
趄
る
。
即
ち
皮
將
上
の
機
級
叩
腿
迫
-
桢
喘
な
找 

度
て
な
い
湖
度
の
不
鐵
.
帶
氣
の
永
緻
な
ど
は
知
覺
さ
れ
ぬ
に
里
る
。

然

る

I:
新

な

る

も

の

、

流

ぐ

今

ま

で

#

在

し

て

思

た

狀

趙

w

興

る

狀

盤

U

、
.直

ち

|:
知

钮

さ

れ

る

。

そ

し

て

感

U

の

他

物

•_!

對

マ

る

顺

腿

作

用
 

?

し

て

、
.
职

則

上

典

物

は

特

別

の

强

庇

か

以

て

知

^

さ

れ

る

の

で

わ

る
 

道

|1
.
明

か

|:
牛

卷

競

^

上

烺

{
-好
郤
合
な
備
へ
で
わ
る
。砌
爭
上
、掀
愕 

找
苊
險

:̂
も
の
は
な
い

」
)

(

メー

ャ
ー
英

譯

『
H

ビ
ン
グ
ハ
ゥ
ス
乃

6
 

if

學
.

r

 
七 

I

H

r

c
Mに
ゥ
ェ
ー
べ
ル
®
フ
エ
ヒ
ネ
ル
の
法
則
は
他

の
根
本
的
な
改
訂
を
耍
す
る
。
，j

體
刺
戟
の
等
比
的
增 

加
は
、
«
赀
の
等
景
的
追
加
を
來
す
、
ビ
い
ふ
こ
^
は 

刺
戟
强
度
の
系
列
を
示
す
1{
1
1線
の
中
問
の
部
分
に
關
し 

て
の
み
眞
た
る
に
止
ま
る(

註
-
:ハ'
>が
、
こ
の
感
战
に
關
す 

名
點
は
姑
ぐ
措
く
ど
も
經
濟
學
が
滿
足
乃
至
効
用
ビ
い
一 

ふ
如
き
複
雜
な
心
理
現
象
を
收
极
ふ
以
上
木
に
考
量
せ
一 

ね
ば
な
ら
ぬ
所
の
、
感
惝
に
關
す
る
範
11
1
に

1：
つ
て
1
 

は
、
，此
法
則
は
同
樣
の
缺
陷
か
ら
到
底
適
合
し
な
い
の 

で
.
*る
。
.
即
ち
感
情
/x
li
、茲
で
は
?*
足
の
、
强
度
を
'示 

す
出
新
を
肅
い
て
み
る
^
、
闕
の
:i
t
Jb
部
の
或
^
分
は
、 

効
用
の
卞
降
で
は
な
ぐ
て
上
向
を
示
す
こ
ビ
k
な
る
の 

で
克
る
。
«

へ
ば
十
职
位
に
.附

加

さ

.れ

た

ニ

眾

位

を

以 

,.
:
箱

十

八

怨(

六
八
九

)

、

て
計
®
さ
れ
だ
財
貨
の
消
費
の
結
來
す
る
滿
足
が
、
一一 

，十
堪
位
に
附
加
3
れ
た
> 

ニ
取
位
に
侬
つ
て
計
避
さ
れ 

.

:れ

19
貨
の
消
ft
の
結
*
す
る
.滿
足
..ょ
b
小
な
る
.の
で 

あ
る
。
斯
く
て
前
段
に
：說
い
た
如
く
、

財
貨
の一

定
の 

附

加

-f
i
t
lか
ら
生
ず
る
滿
足
の
强
度
は
、
遞
減
せ
ず
し
て
、
 

一
定
S
ま
で
は
遞
増
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
法
則(

ニ) 

の
說
明
に
擧
げ
た1

0
:
1
2
”
： 20 : 

2
4
W

る
比
例
式
は
、 

〔
1
0
1
2
〕
〔
2
0

 

2
°
i
又
は
2
1

〕

'

(

，

〔
〕

內
兩
者
に
於
て
滿 

足
の
等
し
い
乙
ぞ
を
示
す〕

に
替
は
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

之
効
用
上
向
.の

現

象

で

あ

る

が

.、

此

現

象

が

鑛

く

の 

从
一
定
點
まV

の
こ
ぞ
で
あ
る
。
.即
も
消
费
は
甚
だ
迅 

速
に
、
財
貨
の
等
比
的
追
加
雄
が
滿
足
の
等
比
的
増
加 

を
伴
ふ
^
い
ふ
"

一

定
の
域
に
達
す
る
の
で
あ
る
。
此 

'
.域
^
於
て
.は
効
用
.は
大
({
|
不
動
0
.
.ま

\
に

.1
}
:ま
■る
。
そ 

し
て
更
に
其
上
悄
费
の
增
加
が
緻
り
‘ら
れ
て
行
く
ざ
、 

効
州
遞
減
な
る
现
取
が
表
は
れ
る
。
換
言
す
る
€
财
貨 

、
の

等

比

的

追

加

避

が
> 
滿

足

の

等*

H

を

伴

ふ

‘浓
班
^

六
^

雑

錄

锊

濟

學

前.椒
念
の
社
會
心
.趣
學
的
考
察



苒
十
八
.傲

へ

六

九

〇

)

|
:
雜
.

錄

經

濟

擧

雜

櫞

兪

の

.
望

被

七0

上
：の

順

序

で

あ

る
。

‘

(

能
六)

H

ビ
ジ
グ
ハ
ウ
ス
L
同
^
の
所
論
ん
な
し
て

/,
'
;ろ(

前
祺
进

S
3)

(

S

:12
"
:

 

2
0
: 

2
4
}

に
至
る
の
で
あ
る
。
即
ち
斯
く 

て
始
め
て」
ー
十
單
惊
に
砠
⑽
す
る
四
軍
位
は
，
十
箪
位 

に
追
加
す
る
ニ
眾
位V」

同
等
の
.滿

足

價(

感
情
價
、
感 

覺
價V」

い
ふ
ビ
同
樣
の
語
法)

，を
有
ち
、
從
つ
て
財
貨 

1

堪
位
の
効
用
は
、
消
费
の
增
加
ざ
共
に
漸
減
す
る
こ| 

ぐ

j

に
な
る
。
ォ
ー
メ
ト
ソ
ァ
學
派
の
限
界
効
明
說
は
此 

鄭
實
に
立
脚
し
て
居
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
而
か
も 

以
上
が
眞
實
の
蚤
部
で
は
な
く
て
未
だ
先
3
が
あ
る
の 

で

る

。

ハ 

一
 

&
ち
|£
に
消
费
を
增
加
し
て
行
く
ど
ハ
JH
貨

の

绩

比| 

的
追
加
®

は
、
滿
屁
の
等
®
增
加
を
伴
は
な
い
で
漸
減 

を
伴
ふ
に
免
る
。
例
へ
ば
.〔2

0

 

2
4
〕

は

〔

き

S

に
等 

，
し

か

ら

ず

し

て

〔
4
0

 

5
6
〕

に
等
し
く
な
る
。
斯
く
て
進
レ 

む
ミ
法
則(

三)

の
未
す
最
大
刺
戟
に
達
す
る
の
で
あ
つ 

て
、
そ
の
锻
に
は
反
應
の
咐
加
は
な
い
。
そ
し
て
此
點 

に
到
る
？
感
情
に
快
か
ら
不
快
へ
の
趣
化
が
生
じ
、
そ 

の
窮
極
^
は
意
識
の
休
11
*:が
來
た
る
ビ
ぃ
ふ
の
が
理
論

D

併

し

刺

戟

頂

の

後

に

疋

か

ら

負

へ

の

：記

號

.の

變 

化
及
び
休
北
が
來
た
る
ミ
い
ふ
右
の
公
理
は
、
雜
多
、 

差
別
、
新
奇
な
る
分
化
作
用
に
依
っ
て
、
大
體
現
ゑ
未 

然
の
內
に
戀
5X
3
れ
る
。
此
變
觅
は
經
濟
上
の
價
値
及 

び
滿
足
の
分
野
の
如
き
に
於
て
"
殊
に
願
著
に
行
は
れ 

る
。
即
ち
各
個
別
的
慾
踅
は
雜
多
、
差
別
、
新
奇
^
分 

裂
し
て
、
斯
く
て
慾
留
の
カ
學
的
運
動
.又
は
前
進
上
に
、
 

新
し
い
軌
道
及
び
神
經
連
：絡
に
載
づ
く
新
循
環
が
開
始 

さ
れ
、
そ
こ
に
威
興
增
伽
乃
至
効
用
上
向
の
現
象
が
W 

現
す
る
。
經
濟
的
價
値
_の
世
界
が
絕
へ
ず
開
發
3
.れ
て 

行
く
の
は
斯
か
る
現
象
に
依
る
の
て
ぁ
つ
て
、
因
つ
て 

滿
足
は
、
飽
滿
や
倦
怠
、

衰
頹
ャ
休
止
か
ら
救
は
れ 

て
、
氽
久
に
上
向
し
伸
張
し
行
く
循
環
を
績
け
得
る
の 

で
あ
る
。

併
し
効
用
が
漸
減
し
て
：遂
に
衰
頹
か
ら
窖
恧
に
椎
移 

す
も
現
象
は
、
發
達
し
介
雜
多
な
慾
望
の
仳
界
に
於
け 

る
ょ
卜
、
幼
稚
な
简
跟
な
您
望
の
II
I:
界
に
於
け
る
方 

が
、
遙
か
k
顯
舂
に
行
は
^
る
、
乃
ら
感
仿
的
、
0
然
主
.
 

義
的 

物
質
的
、
機
能
的
慾
緯
の
世
界
^
於
て
は
、
心 

现
的
神
獬
的
刺
戟
の
永
久
に
近
新
さ
れ
行
ぐ
通
道
ど
雑 

多
な
軌
道
ビ
を
備
べ
る
、
知
的
"
.
«術
的
、
精
神
的
"

社
#
的
您
M
の
世
界
に
於
け
る
ょ
b
ヽ
，
右
の
現
象
が
遙 

か
に
大
な
ろ
範
闽
亿
行
は
れ
る
の
て
あ
る
。

K 

'
E
R
M
^

心
理
學

.の上
か
ら
、
ま
た
一
つ
の
新 

し
ぃ
淆

aが
加
へ
ら
れ
も
：。ー：乃
ぢ
雜
衆
が
構
成
個
人
に 

rv
響
及
び
典
嗚
な
る
影
響
を
與
へ
る

こ
ふ」

は
、
同
情
、
 

榄
倣
、
宣
傅
"
遊
戯
等
に
關
す
る
公
理
に
依
つ
て
擁
遨 

さ
れ
て
居
る
所
て
あ
る
が
、
此

影
—
の
結
果
ど
し
て

V

一
宛
量
の
刺
戟
が
ブ
個
入
^
交
_
泶
_
の
.間
に
共
)|
8
に 

與

へ
ら
れ
る
ど
、
そ
の
反
應
例

へ
ば
滿
足
の

ii
は
常
に 

へ
«
當
的
に
增
加
す
る
>
,即
ち
神
經
の
典
窬
性
及
び
反
應
，

は
鮮
衆
間
に
於
け
る
同
感
の
數
的
和
に
依
つ
て
有
力
に 

影
響
3
れ
る
ミ
共
に
9
开
は
又一
定
の
心
理
學
的
地
位 

に
於
け
る
個
人
の
神
經
組
織
の
共
鳴
的
官
‘條
性
の
上
に 

働
く
鮮
衆
心
理
的
の
勢
力
に
依
つ
て
、
大
に
影
響
さ
れ 

る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
共
通
的
な
社
#
的
立
場
沪
ら
結 
-

果
す
る
複
合
的
影
1
に

^

ん
滿
足
の
梢
®

®

'之
普 

通

に「

社
會
的
効
用」

ど
呼
ば
れ
る
も
の
、
眞
實
で
あ 

る
。

「

社
會
的
効
用」

に
關
す
る
從
來
の
經
濟
學
の
陳 

套

な

槪

念

は

.、

數

學

的

且

つ

機
械
的
な
も
の
に
過
ぎ 

中
"
卽
ち
一
種
の
個
人
的
効
用
の
平
均
又
は
總
訃
t
示 

す
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
所
が
玆
に
謂
ふ
社
會
的
効
-用
と 

ば
、
具
體
的
一
定
個
人
亿
體
現
す
る
滿
足
の
一
淀
部
分 

で
あ
る
。
そ
の
部
分V」

は
、

一

足
刺
戟
に
對
す
る
滿
足 

の

、

そ

の

刺

戟

に

對

す

る

，：：
：
然

的

反

應

ど

し

て

の

量
 

を
越
へ
た
i
社
會
的
立
場
に
邀
く
同
威
の
数
的
和
共 

鳴
"
宣
傅
の
"
裰

雜

な

結

果(:
成

る

部

分

景

を

意

味

す
 

る
の
で
あ
る
。
此
社
會
的
効
用
な
る
增
加
惯
値
は
、
@

笫
十
八
怨(

六
九
一〕

錄
.

經
辨
學
骼
槪
念
の
社
會
心
琲
考
察

七

H



筋
十
八
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六
九
一
P
ソ
雄

經
挪
珙
諸
概
念
の
社
會
心
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學
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考
察

笫
五
媿

七
V—

_敏び
'似
人

，的

汗

费

力

、

"協
.

11E

的

:̂
#.,的
消

费

に

發

達

す
 

る
所
に
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
#
量
す
V
.
Sは
、
以
上
に
分
析
し
た
滿
足
若 

く
は
効
用
の
量
の
测
定
で
あ
.る

:：.
°,實

驗

心

现

學

の

進

步
 

は
未
だ
感
情
價
又
は
滿
足
價
を
.酒
最
し
，
以
て
効
用
量 

.を

算

出

す

ベ

き

獨

立

の

尺

度

を

供

オ

る

ま

で

に

は

達

し 

:

て
：居
な
い
。
這
は
生
命
活
力
學
及
，び
工
ネ
，ル
ギ
ー
學
の 

發
達
に
仲
ひ
つ
、
、
そ
こ
に
茈
礎
を
置
く
心
理
學
的
實 

驗
の
今
後
の
進
步
に
待
な
ね
ば
な
ら
ぬ
。
換
言
す
る
ノレ 

以
上
の
公
现
は
未
だ
經
驗
論
.的

の

蘇

合

に

，過

ぎ

な

い

の 

で
あ
つ
て 

> 
を

の

利
學
的
洗
練
ヾ」

實
驗
的
證
明

S

 

.
將 

來
に
期
す
べ
き
で
あ
る
が
、
を
れ
と
同
時
に
經
濟
上
の 

偾
格
を
消
费
と
に
關
す
る
統
訐
ス
7!
/
至
|
1者
の
_
化
及 

び
相
關
々
係
を
示
す
^
線

は

"
.
効

用

の

法

則

を

實

踐

上 

に
示
ず
®
要
な
例
®
ミ
な
：̂
、
前
記
公
理
の
說
明
材
料 

に
供
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

以
上
慾
像
の
心
理
學
的
分
析
^

0
.
0
に
試
み
て
射
る 

ム
敎
授
は
、
限
界
効
用
說
を
比
較
的
简
m
に
片
付
け
て 

居
.る
。
即
ち
限
界
効
用
の
下
降
{i
l
l線
の
內
に
は
、
比
較 

的

水

.平

な

部

分

及

び

上

向

の

部

分

の

ぁ

る

乙

ど

を

械

め 

て
簡
単
に
再
言
し
た
後
、
限
界
効
用
ど
價
格
ど
の
關
係 

を
次
の
如
ぐ
論
ず
る
に
於
て
、
主
觀
價
値
論
ヾ」

客
觀
(S 

値
論
ど
の
折
焚
說
に
立
つ
觀
が
ぁ
る
需
要
供
紛
說
の
一 

種
を
な
し
て
居
る
。

M
ち
限
界
効
用
が
價
格
を
決
定
す
るv

し
い
ふ
こ
ど
は 

意
味
を
な
さ
な
い
。
鐵
し
特
忠
的
個
人
的
の
効
用
を
離 

れ
た
tt
會
的
効
用
な
る
も
の
は
な
く
、
そ
し
て
そ
の
個 

人
的
効
用
を
_
定
す
る
典
通
の
稱
呼
な
る
も
の
は
、
偾 

格
を
措
い
て
他
に
.な
い
か
ら
で
ぁ
る
。
故
に
効
用
が
® 

格
を
決
定
す
る
ど
說
く
の
は
重
語
^
過
ぎ
な
い
の
で
ぁ 

つ
て
、
財
貨
相
互
の
.同
値
及
び
代
替
^
は
、
偾
格
の
同 

等
を
意
味
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
祖
し
同
價
格
の 

財
貨
も
、
开
が
各
個
人
に
對
し
て
持
つ
効
用
は
、
失
々

!

跋
し
く
圾
な
る
の
で
あ
つ
：て
、
.此
斯
あ
る
が
爲
め
に
取 

引
は
成
立
つ
の
で
あ
る
。
.そ
乙
，で
財
貨
が
偾
格
上
同
等 

で
あ
6 
い
ふ
事
は
、
雜
多
な
効
用
の
任
意
のi

っ 

が

、
«A'
*の
選
櫸
若
く
は
爾
架
に
對
し
て
、
同
等
に
開 

放
さ
れ
て
居

.るマ」

い

ふ

.̂
を̂

#味
す
る

。
.

斯
く
て
财
貨
の
價
格
は
、
次
の
如
き
傾
仲
の
下
に
於 

け
る
需
耍
ど
供
給
€
の
均
衡
上
に
依
存
し
て
居
る
皮
い 

ふ
ン
し
.」

^
に
な
る
-
-
-
-

:( 

I
I

)

一
 

需
要
^
=

需
要
は
.限
:^
効
片
に
左
右
さ
れ
る 

が
併
し
此
事
に
は
他
の
個
人
又
は
舭
會
が
常
該
財
貨
に 

認
足
す
る
價
値
が
一
耍
素
ビ
し
て
含
ま
れ
る
。
從
つ
て 

社
命
的
馈
値
の
规
模
は
、
價
格
の
間
接
的
決
究
耍
素
^

.

な
る
.
の
で
あ
る
。

(

ニ)

供

給

—

供

紛

は

そ

の

動

因

の

一

つ

V」

し
て 

生
產
费
關
係
を
含
ひ
？
生
齑
锻
は
ク
當
該
財
貨
の
生
產 

,行
程
中
に
费
さ
れ
た
エ
ネ
,
ギ
ー
の
最
に
對
す
厶
、
報 

酬
量
の
翻
合
に
依
存
す
る
。
，
そ
し
て
殊
に
重
要
な
點
足
.

し
て
开
は
、
能
率
保
持
の
標
準
上
か
ら
見
れ
勞
#
の
生 

现
的

補

填

並
び
に
維
持
獎
に
依
存
す
る
。

.

:
併
し
需
耍w

供
給
ご
は
獨
立
に
働
く
も
の
で
は
な 

い
。
祉
會
的
價
値
及
び
効
用
に
依
つ
て
決
定
さ
れ
る
锻 

I
:

要V」
、

自

然

的

生

理

的

G

生
產
费
^
侬
っ
て
決
龙
3
れ 

る
供
給
e
は
、
相
關
々
係
に
立
つ
の
で
あ
つ
て
"
斯
く 

|

て
偾
格
は
、
ニ
個
の
相
寄
る
可
變
事
赏
の
一
宠
の
作
用 

.
の
均
衡
を
含
む
の
で
あ
る
。
を
し
て
斯
か
る
均
*V

J
;
g

 

る
も
の
は
、
實
際
上
の
偾
^
表
以
外
に
は
稆
し
な
い
が
、 

而
も
僧
格
表
が
右
の
均
衡
を
示
す
程
度
は
«
、た
飢
放
な 

一
る
を
免
れ
な
い
。
價
格
を
以
て
一
個
の
可
變
f

m
、
例 

\

八
ば
生
跪
#
又
は
限
界
効
用
の
勿
さ
も
の
、
作
只
に
歸 

—-
せ
ん
S
す
る
數
學
的
分
柝
の
如
き
は
、
到
底
此
難
間
@ 

を

說

き

得

な

い

の

で

あ

る

^

。
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